
令和元年度　学校評価書 2020/3/26現在

目標 子ども像
めざす
学校 重点 評価項目 具体的方策・評価指標等 達　成　状　況 達成度 　　　課題（○）及び改善策（→）

(1)児童の実態把握と課題設定を丁寧に
 行い、個別の教育支援計画と個別の指
 導計画の見直し活用を図り、授業改善
 および教育課程編成に反映させる。

・効果的な学習形態や方法を探り、
  意図的に他学年とかかわる機会も
  作りながら学びの場を広げていく。

・「個別の指導計画」の国・算について、目標・評価の見直しを図った。
　示された学習内容と照らし合わせながら授業づくりに取り組んだ。
・上学年、下学年グループによる学習形態を設定し、児童の実態を考慮して
　学習活動を計画実施することができた。
・市立図書館、近隣の商店、山五小施設（図書室、中庭など）など児童が興
　味・関心のもてる適切な学習活動を積極的に取り入れたことで、主体的に
　学習に取り組む態度や意思の表出が見られた。

【授業改善と専門性の向上】＜研修担当＞
〇新設した国語、算数、体育は、新学習指導要領に即
　して、目標、内容及び評価の吟味・研修を継続していく。
→授業づくりの際、個別の指導計画を日常的に活用し
　ていく。授業カードとも連動させ、山形校のティー
　ム・ティーチング（Ｔ－Ｔ）を充実させていく。
→外部講師を招聘し、日常的な授業改善に向けて研修
　の充実を図る。

(2)一人一授業研究に取り組み、日々の
 授業に生かしていくと共に、研修会へ
 の積極的な参加により専門性の向上に
 努める。

・職員の研修機会を計画的に確保し
  ていく。これまでの山形校の実績
  を踏まえた指導内容、方法等につ
  いて検討していく。

・目標や支援の手立てを簡潔に記した授業カードを活用し、日常的に授業に
　ついて話し合う機会をもつことができた。
・「むらとくまつり」の学習発表に関連付けながら、カリキュラム・マネジ
　メントの考えで授業づくりを進めた。山形大学より講師を招聘しての授業
　研究会では、見通しや振り返りなどについて助言を受け専門性の向上につ
　ながった。
・ダンス講師や人形劇サークルの方など外部講師を呼び込んだ活動を設定し
　た。児童の主体的な活動が見られたとともに、教員の指導の幅が広がる契
　機となった。

Ａ

(1)全教職員でヒヤリハットを共有し
　事例の蓄積と迅速な対応を継続して
　いくことで、日常的な事故防止と安
　全に学校生活が送れるように努める

・健康観察の徹底、気がかりなこと
　は職員間で相談し、保護者との連
　絡も密にしていく。
・山形校の反省や児童の実態・目標
　等を踏まえた計画を提案し、山五
　小の計画と摺り合わせながら、よ
　り充実した避難訓練につなげる。

・全教職員で安全面での意識を共有してきたことで、大きなけがや事故を未
　然に防ぐことができた。
・山形校主催による不審者対応の訓練を実施した。危機管理において両校の
　協力が重要であることを再認識できた。
・備蓄食品の試食を行った。児童の食べる様子をみることができ、いざとい
　うときの参考になった。

【施設の有効活用と交流学習の推進】
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜保健体育部＞
〇共用施設の活用は進んでいるが、体育館の利用など
　日常的な連絡調整進めていく。
→山五小が使用していない時間帯を把握し、こちらか
　らの問い合わせをまめに行い、事前の連絡を密にし
　ていく。

(2)山形市立第五小学校と連携し、本
　校、天童校と連絡・調整を図りなが
　ら共有施設等を有効活用し、交流及
　び共同学習を計画的に進める

・学校行事については、事前打ち合
　わせを密にして意義のある交流学
　習にしていく。
・日常的な連携を密にして、山五小
　が使用していない時間帯などに使
　えるよう事前の連絡を密にする。

・山五小の体育館とプールを借用でき、広い空間で全学年がそろって活動で
　きた。週前半の月～水は体育館で山五小支援学級の児童と一緒に元気よく
　体育館を走り回ることができた。
・山五小エアコン工事により、低学年グラウンドでの遊びの場面における自
　然な交流は少なかった。２月に山五小の１年生を招いて、パネルシアター
　による読み聞かせを実施した。

Ａ

(1)学校だより学級だよりのより一層の
 充実を図り、子どもについての情報を
 保護者や地域に発信していくことで、
 保護者との連携、開かれた学校づくり
 に努める。

・児童作品の展示や写真等の掲示物
　で学習の様子を知らせ、保護者と
　十分に共通理解できるようにする。

・写真やコメントを掲載した学校・学級だよりで、児童の学びの様子をお知
　らせし、保護者との連携につなげることができた。
・季節に応じた児童の作品を昇降口に掲示したり、地域のギャラリーに出展
　したりすることで、地域にも発信することになった。

(2)関係機関と連携をとり、適切な支
　援につなげていくと共に、各種相談
　への対応を積極的に行い、地域の特
　別支援学校としてセンター的機能の
　発揮に努める。

・本校と連携を取りながら適宜進路
  だより等を配付し、進路を考える
  きっかけづくりとしていく。
・近隣の小中学校の依頼に応じて、
　適切な相談業務にあたる。

・学校見学・教育相談など、その都度ていねいに対応することができた。
　限られた職員数であるが、引継ぎを意識して、チームとして分担して進め
　てきた。
・必要に応じて放課後等デイサービスとの連携、相談を通して児童の送迎な
　どについて安全を期することができた。

Ａ

(1)学部会を核として日々の授業や分
　掌部の取り組み等を検討・確認し全
　教職員で児童を支援する姿勢のもと、
　円滑かつ効果的に教育活動を行う。

・職員室での情報交換など小規模学
　校の利点を生かした連携に心掛け
　ていく。
・週はじめの事務部会により教育活
　動の見える化と情報共有を図る。

・学部会・研究会・終礼などを用いて、児童について全教職員で共通理解を
　図ることができた。
・児童のあいさつ運動や花への水やりなどの係活動では、事務部も含め山形
　校職員全員で対応・支援をした。あいさつなどで伸びがみられた。

(2)授業づくりに協働して取り組んだ
　り、会議運営を工夫したりすること
　で子どもと向き合うゆとり創出に努
　める。

・担任会や分掌部会を受けて、学部会
　で共通理解する運営サイクルで進め
　ていく。
・分掌部の業務内容についてお互いに
　相談・協働で仕事を進めていくよう
　にする。

・全体会議を極力精選し、担任会など授業づくりの話し合いを重ねて実践し
　たことで、超過勤務の減少にもつながった。
・必要に応じて関係者が集まり、児童に関する意見交換ができた。個人で背
　負うのではなく、ケース会が機能してチームでの対応ができた。 Ａ

5

学校教育目標：「すすんで学び、よりよく生きる人を育てる」
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【学部運営を協働して推進】＜教務部・小主任＞
○打合せや予定表の削減を受けた情報共有の工夫。
→提出物、〆切に関しては、予め作業スケジュールを
　示す、連絡ボードの活用などで情報共有を図る。
→担当者の起案をもとにして、準備・作業等は協働し
　て行う。
〇これまで同様、事務部との連携を積極的に図っていく。
→週はじめの事務部会により教育活動の見える化と情
　報共有。事前依頼による見通しを持った準備、作業
　をお願いしていく。

評価点集計　教員（７）22点　（８）22点　　　　                                             　　　              44/満点54点　81％

○児童の実態を考慮した様々な学習形態を取り入れて
　いく。
→学級を基盤としながら、下学年、上学年グループ、
　全児童による合同学習など多様な学習形態を取り入
　れ、人とのかかりや課題への取り組み方を学ばせて
　いく。
→地域資源を生かして、児童が興味・関心のもてる学
　習活動を設定したり、外部人材を呼び込んだ授業づ
　くりをしたりすることで、授業改善につなげていく。

評価点集計　教員（１）21点（２）23点　保護者１（子供の成長：37点）　　保護者２（子どもに合った指導：37点）      118/満点138点　86％

評価点集計　教員（３）22点　（４）18点　　保護者３（山五小・本校との交流：37点）　保護者４（安全・安心：39点）   116/満点138点　　84％

評価点集計 教員（５）23点（６）23点　保護者５（担任との連絡：40点）保護者６（地域への発信：38点）保護者７（学校からの情報：40点）　　164/満点180　91％

→交流及び共同学習を実施する際は、双方の児童に
　とっての学びを確かめながら無理のない交流を継続
　していく。
【安全・安心な学校生活】＜保健体育部＞
→安全管理の徹底はもとより、健康観察の徹底、気が
　かりなことは職員間で相談し、なおかつ保護者との
　連絡も密にして安全な学校生活に努める。

【情報発信・保護者との連携】＜教務部・小主任＞
→本校進路部と連携を取り、適宜進路だより等を配付
　したり、懇談会や面談を通じて将来の進路を考える
　機会としての話題提供や意見交換を進めたりしていく
→学級・学校だより・児童作品の展示や写真等の掲示
　物で学習の様子を知らせることに努め、保護者と十
　分に共通理解できるようにする。

【教育相談・センター的機能】＜教務部・小主任＞
○教育相談の業務分担の推進と簡潔な報告書の作成。
→教育相談業務の平準化を図るために、複数による対
　応を進める。

【評価】 保護者による評価 Ａ：３点 Ｂ：２点 Ｃ：１点 Ｄ：０点として点数の合計による評価（質問項目ごと保護者最大４２点）※保護者１４名

教 員による評価 Ａ：３点 Ｂ：２点 Ｃ：１点 Ｄ：０点とする（(1)(2)それぞれ教員最大２７点）※教員９名

達成度： Ａ 達成できた（８割以上） Ｂ ほぼ達成できた（６～７割） Ｃ あまり達成できなかった（４～５割） Ｄ 達成できなかった（３割以下）
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